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 分担研究報告書 
 

       看護師における臓器提供教育に関する研究 
 
               研究分担者 黒田 泰弘 香川大学医学部 客員教授 

研究協力者 杉江英理子 神戸市立医療センター中央市民病院 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究背景と目的 
 日本における臓器提供は法制度の整備と啓発活

動の進展により一定の増加を示しているが、欧米
諸国と比較して提供件数は依然として低水準であ

る。その一因として、臨床現場における看護師の臓
器提供に対する理解の不十分さ、意思決定支援ス
キルの未習得が指摘されている。  

 特に、看護師が患者・家族と最も近い距離で関わ
る存在であるにもかかわらず、卒前教育段階では
臓器提供の内容が体系的に扱われてこなかった。

また、卒後の現任教育でも、施設間で教育内容・頻
度にばらつきが大きく、終末期医療の選択肢とし

て臓器提供を適切に説明・支援できる人材が限ら
れている。 本研究では、看護師を対象とした卒
前・卒後における臓器提供教育の現状を明らかに

し、教育の質的向上と全国的な普及を目的として、
教育支援ツールを開発・評価する。 
 

研究目的 
● 看護師養成課程（卒前）における臓器提供

教育の実施状況と課題を明らかにする 
● 卒後（臨床）段階における教育機会、到達

度、教育ニーズを明確にする 

● 両段階に対応可能な教育支援ツールを開発
し、効果を検証する 

● 得られた成果をもとに、看護師教育におけ

る臓器提供教育の標準モデルを提案する 
⁡ 
⁡B 研究方法 

 
（1）研究デザイン 
混合研究法（quantitative + qualitative）を用い

た、調査研究および教育介入評価研究（単群前後比
較） 

 
（2）研究対象 
卒前教育：全国の看護系大学・専門学校の教員、カ

リキュラム担当者、在籍学生（3～4 年生） 
 
卒後教育：臨床看護師（集中治療室・救急部門等を

含む）、看護管理者、教育担当者 

 
目標対象数：看護教員約 50 名、看護学生約 50 名、

臨床看護師約 50 名 
 

（3）調査・介入内容 
⁡ 
実態調査 
【卒前教育】：カリキュラム内容・時間数・教材の

有無を教員向け質問紙＋自由記述にて調査 
⁡ 
【卒後教育】：研修受講歴、臓器提供の知識・対応

経験、学習ニーズについてのアンケート実施 
⁡ 
【追加】：一部対象者に半構造化インタビューを実

施し、教育実践上の困難や改善提案を質的分析 
⁡ 
教育介入（ツール開発と実施） 

● 教育コンテンツ（動画教材＋スライド＋確
認テスト） 

● 現場想定ロールプレイ（家族説明場面／意

思確認場面） 
● 臓器提供家族・提供担当者の体験談（講話

または動画） 

● 学習ガイド／振り返りワーク／自己評価チ
ェックリスト 

 
 
C 評価方法 

● 知識評価：臓器提供に関する選択式 10問テ
スト（介入前後で比較） 

● 態度・信念：Likert尺度による臓器提供に

対する態度・信念質問票（介入前後） 
● 行動意図：仮想場面に対する意思表示・支

援行動の選択肢評価 
● 自由記述・質的分析：教育介入後の感想・

学び・実践可能性に関する自由記述をコー

ド化・分析 
 
D データ解析 

量的データ： 
対応のある t検定、分散分析（ANOVA）、クロス集計 

研究要旨：本研究の目的は、看護教育における臓器提供・移植医療に関する教育の実態と課題を卒前
教育と卒後教育に分けて明らかにし、それぞれの改善に向けた具体的提言を行い、統一的かつ継続的な

教育ツールの開発を行うことである。 
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質的データ：SCAT またはテーマ分析法を用いた質
的コーディング・解釈 

 
E 研究期間 
令和 7年（2025 年）4月 ～ 令和 9年（2027 年）3

月（2年間） 
 

1 年目：調査票作成・倫理審査取得・実態調査実施・
初期分析 
 

2 年目：教育ツール試作・教育介入の実施・評価分
析・報告書作成・学会発表 
 

F 倫理的配慮 
● 各所属機関の倫理審査委員会の承認を得て

研究を開始する 
● 研究参加は自由意志とし、文書による同意

取得を徹底 

● 回答・インタビュー内容は匿名化し、個人
情報保護に配慮 

● 学会・論文公表の際にも個人が特定されな

いよう十分留意する 
⁡ 
6．期待される成果 

● 看護教育における臓器提供に関する教育課
題と全国的傾向が明らかとなる 

● 実用性・再現性の高い教育ツールが開発さ

れ、教育現場・臨床現場で即時に活用可能 
● 教育モデルの標準化が進むことで、終末期

医療における臓器提供支援の質向上が期待

される 
● 長期的には、看護師による家族支援やチー
ム医療の質的向上を通じて、臓器提供の選

択がより尊重される医療文化の構築に寄与
する 

 
Ｆ．健康危険情報 
特になし 

（分担研究報告書には記入せずに、総括 
研究報告書にまとめて記入） 
Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 
 未定 

 2.  学会発表 
未定 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 

未定 
 

 2. 実用新案登録 
未定 
 3.その他 

 未定
 
 
 
 
 
  


